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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月16日(2011.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｈ．２６４／ＡＶＣと互換性があるビデオ信号を送信する方法において、
　スケーラブルビデオ符号化された信号の第１のスケーラブルレイヤをチャネル変更レイ
ヤとして選択するステップであって、前記第１のスケーラブルレイヤは、前記スケーラブ
ルビデオ符号化された信号の第２のスケーラブルレイヤの関連付けられたｄｅｐｅｎｄｅ
ｎｃｙ＿ｉｄ値よりも小さい関連付けられたｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値を有している
、選択するステップと、
　非ランダムアクセスポイントスライスが、シンプルタイムアグリゲーション－Ａパケッ
トの中で伝送されるように、リアルタイムトランスポートプロトコルを使用してパケット
形式で前記スケーラブルビデオ符号化された信号を送信するステップであって、各シンプ
ルタイムアグリゲーション－Ａパケットは、ペイロードコンテンツスケーラビリティ情報
ネットワークアブストラクションレイヤユニットを含んでいる、送信するステップと
　を備え、
　前記送信するステップは、
　　それぞれのシンプルタイムアグリゲーション－Ａパケットにおいて、前記ペイロード
コンテンツスケーラビリティ情報ネットワークアブストラクションレイヤユニットのＤＩ
Ｄフィールドを、残りのネットワークアブストラクションレイヤユニットの前記ｄｅｐｅ
ｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値の最低値に設定するステップと、
　　それぞれのシンプルタイムアグリゲーション－Ａパケットにおいて、前記ペイロード
コンテンツスケーラビリティ情報ネットワークアブストラクションレイヤユニットのＲＲ
フィールドを、前記残りのネットワークアブストラクションレイヤユニットの前記ｄｅｐ
ｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値の最高値に設定するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記スケーラブルビデオ符号化するステップは、前記第１のスケーラブルレイヤにおい
て、前記第２のスケーラブルレイヤよりもより多くのランダムアクセスポイントを提供す
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のスケーラブルレイヤは、前記ビデオ符号化された信号のベースレイヤである
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ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ビデオ符号化された信号は、２よりも多いスケーラブルレイヤを含むことを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ランダムアクセスポイントは、即時デコーダリフレッシュスライスであることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　受信機において使用する方法であって、
　シンプルタイムアグリゲーション－Ａパケットを含むリアルタイムトランスポートプロ
トコルスケーラブルビデオ符号化パケットストリームを受信するステップであって、各シ
ンプルタイムアグリゲーション－Ａパケットは、ペイロードコンテンツスケーラビリティ
情報ネットワークアブストラクションレイヤユニットを有しており、前記スケーラブルビ
デオ符号化パケットストリームは、Ｈ．２６４／ＡＶＣと互換性がある、受信するステッ
プと、
　受信されたペイロードコンテンツスケーラビリティ情報ネットワークアブストラクショ
ンレイヤユニットのＤＩＤフィールド内と、ＲＲフィールド内とで伝送された値を比較す
るステップと、
　前記ＤＩＤフィールドの前記値と前記ＲＲフィールドの前記値が同じである場合、それ
ぞれのＳＴＡＰパケットをパケットベースで処理するステップと、
　前記ＤＩＤフィールドの前記値と前記ＲＲフィールドの前記値が異なる場合、前記それ
ぞれのＳＴＡＰパケットのそれぞれのＮＡＬユニットを処理するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記受信機は、メディアアウェアネットワーク要素であることを特徴とする請求項６に
記載の方法。
【請求項８】
　第１のスケーラブルレイヤおよび第２のスケーラブルレイヤを含み、Ｈ．２６４／ＡＶ
Ｃと互換性があるビデオ符号化信号を提供するスケーラブルビデオエンコーダであって、
前記第１のスケーラブルレイヤは、前記第２のスケーラブルレイヤの関連付けられたｄｅ
ｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値よりも小さい関連付けられたｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値を
有する、スケーラブルビデオエンコーダと、
　前記ビデオ符号化信号を送信する変調器と
を備え、
　前記送信されたビデオ符号化信号は、非ランダムアクセスポイントスライスがシンプル
タイムアグリゲーション－Ａパケットで伝送されるように、リアルタイムトランスポート
プロトコルを使用してパケット形式で伝送され、各シンプルタイムアグリゲーション－Ａ
パケットは、ペイロードコンテンツスケーラビリティ情報ネットワークアブストラクショ
ンレイヤユニットを含み、
　それぞれのシンプルタイムアグリゲーション－Ａパケットにおいて、前記ペイロードコ
ンテンツスケーラビリティ情報ネットワークアブストラクションレイヤユニットのＤＩＤ
フィールドは、残りのネットワークアブストラクションレイヤユニットの前記ｄｅｐｅｎ
ｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値の最低値に設定され、それぞれのシンプルタイムアグリゲーション－
Ａパケットにおいて、前記ペイロードコンテンツスケーラビリティ情報ネットワークアブ
ストラクションレイヤユニットのＲＲフィールドは、前記残りのネットワークアブストラ
クションレイヤユニットの前記ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値の最高値に設定されること
　を特徴とする装置。
【請求項９】
　前記スケーラブルビデオエンコーダは、前記第１のスケーラブルレイヤにおいて、前記
第２のスケーラブルレイヤよりもより多くのランダムアクセスポイントを提供することを
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特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１のスケーラブルレイヤは、前記ビデオ符号化信号のベースレイヤであることを
特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ビデオ符号化信号は、２よりも多いスケーラブルレイヤを含むことを特徴とする請
求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　ランダムアクセスポイントは、即時デコーダリフレッシュスライスであることを特徴と
する請求項８に記載の装置。
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